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調査科学研究の深化・発展 言語変化研究の深化・発展 

鶴岡調査 

国立国語研究所 
NINJAL 

統計数理研究所 
ISM 

社会調査法・解析法の 
進化と確立 

言語変化のﾒｶﾆｽﾞﾑと 
ﾌﾟﾛｾｽを解明 

研究ﾘｿｰｽの 
共同利用 

■言語変化の予測にも 
 役立つ理論の導出 

教育・普及 

学際的な展開・連携により， 
統計科学，脳科学，老年学などの諸分野にも貢献 

理論・ﾓﾃﾞﾙ 研究ﾘｿｰｽ 

研究者コミュニティに提供 

基盤となるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

結果表示ｼｽﾃﾑの応用 

解析法の進化・展開 

調査法の基盤の確立 

60年間にわたる 
定点経年調査 
（第四次調査） 

【学界の期待・要請】 
言語の生涯変化を追跡する大規模な縦断調査の方法論を確立 

理論による予測の 
  検証 

文字環境のモデル化と 

社会言語科学への応用 
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文字環境のモデル化 
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